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以上のような技師・技術者の課題と役割の増大， 資質と適性の変化は， 同時にメカ
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働者 31名ごとに職工長1名である」同。 また石油化学工業でも G右油化学工場の就業者
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1952年には「アメリカでは， 高額技術者の数は過去 10年閑に， 4万人から 40万人に
増加した」叫のであり， 別の資料によ主と. 1957年にはアメリカは 50万人の技師を擁
Lていたのであ:o~D)。との技術者の増夫傾向を，ウォ ノレフはつぎのようにいう。 rl900
年には 250人の工業労働者に対して l人の技術者であったのが，いま[1956年 小谷〕で
は 50人に対して l人の技術者の割合であるという事実壱挙げることができる。 オート
メージョンの前途には，同様の傾向が打ち続くものといいうる」叫と。















註術者 65 I 18.2 I 4-6 I 24.6 
務員|四8ul 山 1754








38) Monthly La，bo1' Revi~w， February 1961. p. 140目
39) John Diebold. Automation， The Advent 01 the Automatic Factoη. 1952. 中島・
渡辺訳「オートメージョジJ126ベー ジ。
40) 小林勇編訳「オートメーシヲンと労働運動J1958年.198ペー ジ。
41) w. p ルノサ戸曲者，山誠涌回訊「オードメーショ Y企業の展望J76ベー ジ。









(cf.E.R. F 明r.Cros剖 nan，ot. cit.， p. 23)。

































の調査によると，技師総数は 26万 4，417名であれそのうち大学出の技師 7万4，741名，
専門学校出の技師 18万 9，676名であった。また就業者 1，000名に対する技師の割合は，
機械製造工業では大学出の技師9.2名，専門学校出の鼓師 43.2名であり，電機工業では
大学出 36.6名.専門学校出 58.7名であれ化学工業では大学出 30.4名，専門学校出 12
名であった冊。 かようなわけで技師・技術者の増大速度および現存人数はかなり大きい












養成は l年に 2万人は必要なのに， 5，000人から 6，000人の学生しか訓練がほどこされて
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所や通信講座などの補習教育の実施である。たとえば「フラ γ久工業が擁していz科学
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